
問 5-1 薬薬連携の推進を目的とした勉強会やセミナーの開催が行えていない理由を教えて下さ

い。（複数回答可） 
１、勉強会やセミナーの内容、企画、立案が難しいから 
２、講師や座長などの選定が難しいから 
３、薬薬連携のみでは会員の参加が少ないから 
４、必要と感じていないから。 
５、その他 

 
  
 
問 6 日本臨床腫瘍薬学会では、がん治療の薬-薬連携に必要な知識の普及を目的として、下記の

テーマで各地域において行われているセミナー等に講師の派遣を行っています。 
・抗がん薬による皮膚関連事象の副作用対策（手足症候群（HFS）、皮膚疹、爪囲炎等） 
・血液検査値から解ること （骨髄抑制を中心に、腎機能障害、肝機能障害等） 
・保険薬局薬剤師が出来る副作用マネジメント（悪心嘔吐、下痢、口腔粘膜炎、高血圧等） 

問 6-1 この企画を利用したいと思いますか。 
１．はい 
２．いいえ 

 
問 6-2 取り上げて欲しいテーマがあれば記載してください。 
 
 
 
                         以上、ご協力ありがとうございました。 
 
返送期限 2017 年〇月〇日までに回答願います。 

 

シンポジウム「薬剤師が担う医療機関と薬局間の連携手法の検討とアウトカムの評価研究」 
 
主催：日本医療薬学会、日本臨床腫瘍薬学会 
後援：日本薬剤師会、日本病院薬剤師会  
日時：平成 30 年 2 月 11 日 13 時～16 時 
会場：帝京大学板橋キャンパス 大学棟本館 2 階 209 講義室 
参加費：無料 
 
プログラム 
＜座長：遠藤一司、奥田真弘＞ 
13:00 開会挨拶（趣旨説明） （15 分） 

安原眞人（帝京大学薬学部） 
13:15 プロトコールに基づく経口抗がん薬治療管理の効果を実証する調査報告 （20 分） 

山本弘史（長崎大学病院臨床研究センター） 
13:35 昭和大学横浜市北部病院地域での取組 （15 分） 
     縄田修一（昭和大学横浜市北部病院薬局） 

村田勇人（クオール薬局港北店） 
13:50 国立がん研究センター東病院地域での取組 （20 分） 
     松井礼子（国立がん研究センター東病院薬剤部） 

下村直樹（日本調剤柏の葉公園薬局） 
14:10 愛知県がんセンター中央病院地域での取組 （10 分） 
     立松三千子（愛知県がんセンター中央病院薬剤部） 
     秋山理恵（三聖堂薬局自由ヶ丘店） 
 
14:20   休憩（15 分） 
 
＜座長：髙橋弘充、山本弘史＞ 
14:35 薬剤師トレーニング用 DVD の作成と評価 （30 分） 
     長久保久仁子（メディカルファーマシィーミキ薬局） 
15:05 特別講演：地域包括ケアの時代における薬剤師の活躍への期待 （50 分） 
     森 和彦 （厚生労働省 大臣官房審議官（医薬担当）） 
15:55 閉会挨拶 （5 分） 
     遠藤一司（日本病院薬剤師会） 
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